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ヒトのこころの発達メカニズムをモデル化し，発達障害の発生する仕組みの理解に基づ

く支援法の構築を目指す方法論が新学術領域により構築され，始動した．今後も継続して発

展させるためには，本領域が掲げた新しい方法論とその成果を広く発信し，学問分野として

の醸成を推進する必要がある． 

研究目的達成のために，人間に関する科学的データに基づき，実際に動作するモデルやシ

ステムを構築し，動かしてみた結果を検証・評価してモデルやシステムを修正するループが

不可欠であり，Ａ．構成論，Ｂ. 人間科学, Ｃ．当事者研究の３つの研究項目を設定し，密

な連携によって研究を推進してきた．取りまとめに際しても，各研究計画班の代表を務めた

研究者が研究分担者として参加し，協力して成果のとりまとめを行った． 

取りまとめとして，下記の 

１）研究者向けに，「構成論的発達科学」の方法論をまとめた論文を赤ちゃん学会のベビー

サイエンスに掲載した．全ての計画班代表者が共著者となっている． 

２）発達神経科学学会，新胎児学研究会，日本母体胎児医学会，日本赤ちゃん学会等におい

て，開催協力や招待講演等の形で，対外発信を行った． 

３）継続的に発展する研究コミュニティとして，新規プロジェクトや学会活動以外に，自発

運動に関する研究者が集まるＧＭミーティングや，新学術で共同研究を行った研究者

間での持続的な連携などに結びついている． 

４）成果のとりまとめとして，成果報告書の冊子版（500ページ程度）を作成した． 

５）加えて，各研究分担者が論文発表，招待講演，図書発刊などを行い，当該領域による成

果を広く発信した． 

 

 

 

研究組織 

研究代表者 國吉 康夫  （東京大学・情報理工学系研究科・教授） 

研究分担者 明和 政子  （京都大学・教育学研究科・教授） 

研究分担者 熊谷 晋一郎 （東京大学・先端科学技術研究センター・准教授） 

 研究分担者 大村 吉幸  （東京大学・情報理工学系研究科・特任研究員） 

 研究分担者 長井 志江  （大阪大学・工学研究科。特任准教授） 

 研究分担者 小西 行郎  （同志社大学・研究開発推進機構・教授） 

連携研究者 乾 俊郎   （追手門学院大学・心理学研究科・教授） 

連携研究者 浅田 稔   （大阪大学・工学（系）研究科・教授） 

連携研究者 尾形 哲也  （早稲田大学・理工学術院・教授） 

連携研究者 舟曳 康子  （京都大学・人間・環境学研究科・准教授） 

連携研究者 板倉 昭二  （京都大学・文学研究科・教授） 
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15. 國吉康夫，子宮内での体性感覚・触覚経験が胎児脳に与える影響のシミュレー ション，
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